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論文審査の結果の要旨 
 
               学位申請者   Agus Maryoto（アグス マリョト） 
本論文は「Numerical simulation of corrosion crack in pretensioned prestressed 
concrete members」（プレテンションプレストレストコンクリート部材における腐食ひ
び割れの数値シミュレーション）と題し、7 章より構成されている。 
第 1 章では、新潟県の海岸地域で供用されたプレテンションプレストレストコンクリー
ト構造の実橋において、内部鋼材の径を越える過大な幅の腐食ひび割れが観察されたこと
を紹介している。このような過大な腐食ひび割れが発生した原因は明らかでないことを指
摘し、これを明らかにすること、およびプレテンションプレストレストコンクリート構造
に適用可能なひび割れの発生とひび割れ幅の予測法を開発することを研究目的として挙げ
ている。 
第 2 章では、鉄筋コンクリートおよびプレストレストコンクリート構造における腐食ひ
び割れの研究、腐食生成物の様態に関する既往の研究をレビューしている。 
第 3 章では、厚さの薄い PC シース、径の小さい PC 緊張材であっても、通常径の鉄筋
と同様、腐食すると膨張圧でひび割れを発生させることを実験的に明らかにしている。ま
た、有限要素解析プログラムを用いた 3 次元解析を行い、腐食生成物の形成による膨張圧
を、鋼材、腐食生成物を弾性体とみなした単純な膨張モデルで表現した場合、ひび割れの
発生を早期に、ひび割れ幅を過大に見積もることを明らかにしている。 
第 4 章では、プレテンションプレストレストコンクリート部材の腐食ひび割れの特徴を
再現するため、実験と数値解析による検討を行っている。圧縮応力によるポアソン効果が
腐食ひび割れの発生、開口に及ぼす影響は小さく、通常のプレストレスの大きさでは影響
が無視できることを明らかにしている。一方、PC 緊張材を過密に配置することによる腐
食ひび割れへの影響は大きく、あきが小さい場合、複数の腐食ひび割れの局在化が起こり、
少数の過大な幅のひび割れが形成されることを明らかにしている。 
第 5 章では、ひび割れ発生およびひび割れ幅の予測精度を向上させるために、腐食生成
物の内部ひび割れへの侵入による腐食膨張圧の緩和を簡易に表現するみかけの腐食量を導
入した腐食膨張モデルを提案している。 
第 6 章では、開発した腐食膨張モデルにより、複数の PC 緊張材を配置した供試体の腐
食ひび割れに関する既往の室内実験の結果と実橋に見られた腐食ひび割れの再現を試みて
いる。 
第 7 章では、本研究で得られた結論をまとめ、提言を述べている。 
本研究により、プレテンションプレストレストコンクリート部材における腐食ひび割れ
の発生メカニズムが明らかとなり、表面に生じているひび割れ幅を推定する方法が提案さ
れている。これらの成果は、コンクリート構造物の合理的な維持管理に資するものである。 
よって、本論文は工学上及び工業上貢献するところが大きく、博士（工学）の学位論文
として十分な価値を有するものと認める。 
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